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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 50,895 △0.3 688 △43.0 946 △38.7 265 △61.8
23年3月期第3四半期 51,050 7.7 1,208 ― 1,542 751.5 695 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 123百万円 （△80.3％） 23年3月期第3四半期 624百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 4.49 4.40
23年3月期第3四半期 11.76 11.58

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 56,617 32,235 52.5
23年3月期 58,876 32,444 51.3
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  29,711百万円 23年3月期  30,226百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
24年3月期 ― 5.00 ―
24年3月期（予想） 5.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 65,000 △7.7 1,200 △39.3 1,400 △39.7 700 △38.0 11.84



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表の四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）３ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 65,962,988 株 23年3月期 65,962,988 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 6,832,904 株 23年3月期 6,841,941 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 59,126,525 株 23年3月期3Q 59,162,777 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興の進展などにより持ち直しの動きを示しつつも、円

高の長期化や雇用情勢に対する懸念など、先行きが不透明な状況の中で推移しました。 

 当社グループの事業に大きく関係する情報通信分野では、通信事業各社においてデータ通信量の増加に対応した

通信インフラ構築が継続されたほか、東日本大震災の被災地域における通信設備の復旧も進められました。 

 このような事業環境の中、当社グループは通信建設事業を中心に受注・売上の拡大に注力し、当第３四半期連結

累計期間の業績は、受注高は550億46百万円（前年同期比103.8％）、売上高は508億95百万円（前年同期比

99.7％）となりました。利益面については、営業利益は6億88百万円（前年同期比57.0％）、経常利益は9億46百万

円（前年同期比61.3％）、四半期純利益は2億65百万円（前年同期比38.2％）となりました。 

 なお、当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は次のとおりです。  

  

【セグメント別の概況】 

① 通信建設事業 

 ＮＧＮサービスのエリア拡大をはじめとする光関連工事が堅調に推移したものの、公共・民需工事等が減少した

ことで受注高・売上高は前年同期に比べて減少しました。利益面では、売上原価の低減に努めましたが、売上高が

減少したこともあり、営業利益は前年同期に比べ減少しました。 

  

② 情報サービス事業 

 当セグメントの連結子会社が増加したことで前年同期に比べ受注高・売上高が増加し、営業利益は黒字となりま

した。 

  

③ 住宅不動産事業 

 新規物件の販売開始等があり前年同期に比べ受注高は増加しましたが、売上高は減少し、営業損失となりまし

た。 

  

④ ビジネスサポート事業 

 リース事業、半導体製造装置の設置・保守事業、人材派遣事業等で受注高・売上高確保に努めた結果、前年同期

に比べ受注高は減少しましたが、売上高は増加し、営業利益は前年同期に比べて増加しました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて、売上債権の回収が進んだことにより、受取手形・完成工事未収入金等

が23億69百万円減少した結果、31億47百万円減少の290億36百万円となりました。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて、有形固定資産が7億9百万円、無形固定資産が4億9百万円増加した結

果、8億89百万円増加の275億81百万円となりました。 

  

（負債） 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて、支払手形・工事未払金等が9億67百万円、未払法人税等が8億60百万円

減少した結果、25億83百万円減少の117億54百万円となりました。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて、リース債務が4億37百万円、長期借入金が1億11百万円増加した結果、

5億34百万円増加の126億28百万円となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（純資産） 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、配当金5億92百万円の支払、その他有価証券評価差額金が1億90百万

円減少した結果、2億8百万円減少の322億35百万円、自己資本比率は52.5%となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 現時点では、平成23年５月13日に公表しました平成24年３月期の連結業績予想に変更はありません。 

  

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第１四半期累計期間より、持分法適用会社であったブリッジ・モーション・トゥモロー株式会社の株式を追加取

得したことにより、連結子会社としております。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

   

（４）追加情報 

会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 5,436 4,974

受取手形・完成工事未収入金等 19,748 17,378

リース債権及びリース投資資産 2,631 2,427

有価証券 170 －

未成工事支出金 323 125

仕掛品 33 62

仕掛販売用不動産 543 1,097

販売用不動産 1,223 752

商品 37 227

材料貯蔵品 716 758

繰延税金資産 973 568

その他 392 708

貸倒引当金 △45 △45

流動資産合計 32,184 29,036

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 4,496 4,368

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 2,094 2,880

土地 8,553 8,567

貸与資産（純額） 172 184

建設仮勘定 81 105

有形固定資産合計 15,397 16,107

無形固定資産 794 1,204

投資その他の資産   

投資有価証券 7,703 7,332

長期貸付金 89 101

繰延税金資産 1,381 1,422

その他 1,442 1,669

貸倒引当金 △118 △257

投資その他の資産合計 10,499 10,269

固定資産合計 26,691 27,581

資産合計 58,876 56,617



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 5,163 4,196

短期借入金 4,325 4,040

リース債務 18 201

未払法人税等 984 123

未成工事受入金 86 178

賞与引当金 1,530 692

役員賞与引当金 47 －

工事損失引当金 187 190

その他 1,993 2,131

流動負債合計 14,338 11,754

固定負債   

長期借入金 6,857 6,969

リース債務 62 500

退職給付引当金 4,302 4,318

役員退職慰労引当金 317 298

その他 553 541

固定負債合計 12,094 12,628

負債合計 26,432 24,382

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,676 5,676

資本剰余金 4,425 4,425

利益剰余金 21,557 21,229

自己株式 △2,230 △2,226

株主資本合計 29,428 29,104

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 797 606

その他の包括利益累計額合計 797 606

新株予約権 248 298

少数株主持分 1,969 2,225

純資産合計 32,444 32,235

負債純資産合計 58,876 56,617



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高   

完成工事高 42,587 40,336

兼業事業売上高 8,463 10,558

売上高合計 51,050 50,895

売上原価   

完成工事原価 38,136 36,788

兼業事業売上原価 7,307 9,047

売上原価合計 45,444 45,836

売上総利益   

完成工事総利益 4,450 3,548

兼業事業総利益 1,155 1,511

売上総利益合計 5,606 5,059

販売費及び一般管理費 4,398 4,370

営業利益 1,208 688

営業外収益   

受取利息 19 20

受取配当金 153 168

受取賃貸料 88 101

持分法による投資利益 39 47

その他 231 138

営業外収益合計 531 475

営業外費用   

支払利息 95 106

支払手数料 8 1

賃貸費用 60 76

その他 31 33

営業外費用合計 196 218

経常利益 1,542 946



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

特別利益   

前期損益修正益 5 －

固定資産売却益 97 0

投資有価証券売却益 4 9

貸倒引当金戻入額 33 －

事業譲渡益 80 －

段階取得に係る差益 － 291

その他 6 29

特別利益合計 226 330

特別損失   

前期損益修正損 8 －

固定資産処分損 29 14

投資有価証券評価損 158 40

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 18 －

減損損失 91 －

持分変動損失 － 125

その他 10 3

特別損失合計 316 184

税金等調整前四半期純利益 1,453 1,092

法人税、住民税及び事業税 602 225

法人税等調整額 137 553

法人税等合計 739 779

少数株主損益調整前四半期純利益 713 313

少数株主利益 17 47

四半期純利益 695 265



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 713 313

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △96 △172

持分法適用会社に対する持分相当額 7 △18

その他の包括利益合計 △89 △190

四半期包括利益 624 123

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 606 74

少数株主に係る四半期包括利益 17 48



 該当事項はありません。 

   

   

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日  至 平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額35百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。

  ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「通信建設事業」セグメントにおいて、事業の用に供していない遊休資産のうち、時価が著しく下落した資産

について帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損失として72百万円計上しております。 

 また、「住宅不動産事業」セグメントにおいて、使用目的の変更により処分する当該資産について帳簿価額全

額を減額し、減損損失として18百万円計上しております。 

   

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日  至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額29百万円は、セグメント間取引消去及び全社費用であります。

  ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）２

    
通信建設 

事業 

情報 

サービス 

事業 

住宅不動産

事業 

ビジネス 

サポート

事業 

売上高               

(1)外部顧客への売上高  42,587  2,950  1,234  4,277  51,050 －  51,050

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 15  0  9  1,190  1,215  △1,215 － 

計  42,602  2,950  1,244  5,468  52,266  △1,215  51,050

セグメント利益又は損失(△)  929  △57  10  289  1,172  35  1,208

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）２ 

    
通信建設 

事業 

情報 

サービス 

事業 

住宅不動産

事業 

ビジネス 

サポート

事業 

売上高               

(1)外部顧客への売上高  40,336  5,220  728  4,609  50,895 －  50,895

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 35  149  1  1,379  1,566  △1,566 － 

計  40,372  5,370  730  5,989  52,461  △1,566  50,895

セグメント利益又は損失(△)  271  53  △58  393  659  29  688



２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動）  

 「情報サービス事業」セグメントにおいて、ブリッジ・モーション・トゥモロー株式会社の株式を追加取得

し、当該会社を連結子会社化いたしました。当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間に

おいては453百万円であります。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。 

   

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



   

 受注高、売上高及び受注残高の状況 

  

① 受注高 

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切捨表示してあります。 

  

② 売上高 

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切捨表示してあります。 

  

③ 受注残高 

（単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切捨表示してあります。 

    

４．補足情報

  前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間     

期 別 自平成22年４月１日 自平成23年４月１日 増減金額 対前期比 

  至平成22年12月31日 至平成23年12月31日 （△は減）   

部門別 金額 構成比 金額 構成比     

    %   %   % 

通信建設事業  44,131  83.2  43,858  79.7  △273  99.4

情報サービス事業  3,272  6.2  5,405  9.8  2,132  165.2

住宅不動産事業  1,066  2.0  1,331  2.4  264  124.8

ビジネスサポート事業  4,574  8.6  4,451  8.1  △122  97.3

計  53,045  100.0  55,046  100.0  2,001  103.8

  前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間     

期 別 自平成22年４月１日 自平成23年４月１日 増減金額 対前期比 

  至平成22年12月31日 至平成23年12月31日 （△は減）   

部門別 金額 構成比 金額 構成比     

    %   %   % 

通信建設事業  42,587  83.4  40,336  79.2  △2,250  94.7

情報サービス事業  2,950  5.8  5,220  10.3  2,269  176.9

住宅不動産事業  1,234  2.4  728  1.4  △506  59.0

ビジネスサポート事業  4,277  8.4  4,609  9.1  332  107.8

計  51,050  100.0  50,895  100.0  △155  99.7

  前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間     

期 別 自平成22年４月１日 自平成23年４月１日 増減金額 対前期比 

  至平成22年12月31日 至平成23年12月31日 （△は減）   

部門別 金額 構成比 金額 構成比     

    %   %   % 

通信建設事業  9,449  77.2  11,297  78.0  1,848  119.6

情報サービス事業  438  3.6  362  2.5  △76  82.5

住宅不動産事業  79  0.7  655  4.5  575  822.7

ビジネスサポート事業  2,279  18.6  2,177  15.0  △101  95.5

計  12,247  100.0  14,492  100.0  2,245  118.3
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